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一本
書
は
、
清
朝
末
期
か
ら
一
九
五
〇
年
代
初
頭
に
展
開
さ
れ
て

い
た
「
学
校
外
の
教
育
」、
行
政
に
お
い
て
「
社
会
教
育
」
と
い

う
語
が
盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
の
時
代
を
「『
社
会
教
育
』

の
時
代
」
と
し
て
中
国
社
会
教
育
史
の
中
に
位
置
づ
け
、
そ
の

「
社
会
教
育
」
の
形
成
お
よ
び
変
容
の
過
程
を
天
津
と
い
う
開
港

都
市
で
の
例
を
も
と
に
、
地
域
の
視
点
か
ら
長
期
的
に
検
討
し
た

も
の
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序

章

近
代
中
国
「
社
会
教
育
」
史
研
究
の
現
状
と
課
題

第
Ⅰ
部
「
社
会
教
育
」
の
導
入
と
組
織
化

―
清
朝
末
期
〜
中
華
民
国
北
京
政
府
期
―

第
一
章
「
社
会
教
育
」
の
導
入

―
清
末
民
初
天
津
の
教
育
事
情
―

第
二
章
「
社
会
教
育
」
の
組
織
化
①

―
中
華
民
国
北
京
政
府
期
に
お
け
る
天
津
社
会

教
育
�
事
処
の
活
動
―

第
三
章
「
社
会
教
育
」
の
組
織
化
②

―
天
津
警
察
庁
と
天
津
県
教
育
局
の
取
り
組
み
―

第
Ⅱ
部
「
社
会
教
育
」
の
拡
大
化
と
緻
密
化

―
南
京
国
民
政
府
期
〜
国
共
内
戦
期
―

第
四
章

一
九
二
〇
年
代
後
半
〜
四
〇
年
代
天
津
に
お
け
る

義
務
教
育
の
進
展
と
そ
の
背
景

第
五
章
「
社
会
教
育
」
の
拡
大
化

―
南
京
国
民
政
府
の
成
立
と
天
津
「
社
会
教

戸
部
健
著

『
近
代
天
津
の
「
社
会
教
育
」―
教
育
と
宣
伝
の
あ
い
だ
―
』
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育
」
の
変
容
―

第
六
章
「
社
会
教
育
」
の
緻
密
化

―
民
衆
教
育
館
に
よ
る
「
社
会
教
育
」
の
変
容
―

第
Ⅲ
部
「
社
会
教
育
」
の
大
衆
化

―
中
華
人
民
共
和
国
初
期
―

第
七
章
「
社
会
教
育
」
の
大
衆
化

―「
社
会
教
育
」
と
大
衆
運
動
―

補

論

文
化
大
革
命
期
に
作
成
さ
れ
た
個
人
資
料
の
教
育

史
研
究
へ
の
応
用

―「
天
津
市
紅
橋
区
煤
建
公
司
従
業
員
関
係
�

案
」に
つ
い
て
―

終

章

近
代
天
津
の
「
社
会
教
育
」

―
教
育
と
宣
伝
の
あ
い
だ
―

附

録

丁
国
瑞
『
竹
園
叢
話
』
に
つ
い
て

―
附
�
各
集
目
次
―

序
章
に
お
い
て
著
者
は
、
先
行
研
究
で
は
民
間
団
体
や
中
国
共

産
党
に
よ
る
「
社
会
教
育
」
に
関
す
る
研
究
が
多
い
一
方
、
政
府

主
導
の
「
社
会
教
育
」
に
関
す
る
研
究
が
依
然
と
し
て
少
な
い
こ

と
を
指
摘
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
「
社
会
教
育
」
が
持
つ

「
教
化
」「
宣
伝
」
的
側
面
が
教
育
学
に
お
い
て
長
ら
く
否
定
的
に

捉
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
②
中
国
共
産
党
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
革

命
史
観
」
に
よ
り
、
清
朝
や
中
華
民
国
の
教
育
事
業
に
批
判
的
な

視
点
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
近
年
の
研

究
を
踏
ま
え
た
上
で
「
社
会
教
育
」
と
宣
伝
、
民
衆
動
員
と
の
関

係
を
、
あ
る
地
域
の
事
例
を
も
と
に
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
検
討

し
た
研
究
の
必
要
性
を
挙
げ
る
。
以
上
の
問
題
意
識
を
ふ
ま
え
て

著
者
は
、「
社
会
教
育
」
の
先
進
地
で
あ
り
続
け
、
史
料
が
数
多

く
存
在
し
て
い
る
天
津
で
の
事
例
を
も
と
に
、
政
府
に
よ
る
「
社

会
教
育
」
が
地
方
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
、

そ
の
具
体
的
か
つ
長
期
的
な
状
況
を
、「
社
会
教
育
」
の
「
教
化

的
」、「
宣
伝
的
」
側
面
や
「
伝
統
的
」
側
面
に
も
目
を
向
け
な
が

ら
考
察
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。

第
一
章
で
は
、
天
津
の
歴
史
的
背
景
や
教
学
の
状
況
、
お
よ
び

清
末
に
お
け
る
「
社
会
教
育
」
の
導
入
過
程
を
、
先
行
研
究
を
ふ

ま
え
て
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
宣
講
所
に
お
け
る
『
聖
諭
広
訓
』
宣

講
の
重
要
性
な
ど
、
当
時
の
「
社
会
教
育
」
に
内
在
し
て
い
た

「
教
化
的
」
側
面
や
「
伝
統
的
」
側
面
に
注
意
を
促
す
。

第
二
章
で
は
、
五
四
新
文
化
運
動
に
お
い
て
新
文
化
派
が
「
復

古
的
」
と
批
判
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
社
会
教
育
」
史
に
お
い

て
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
通
俗
教
育
会
の
活
動
に
焦
点

を
あ
て
る
。
一
九
一
五
年
に
天
津
で
成
立
し
た
通
俗
教
育
会
で
あ

る
天
津
社
会
教
育
�
事
処
が
展
開
し
た
「
社
会
教
育
」
事
業
は
、

史

学
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八
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演
説
活
動
、
貧
民
学
校
・
図
書
館
の
運
営
、
通
俗
教
育
新
聞
の
出

版
な
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
だ
け
で
な
く
、
崇
倹
会
に
よ
る
貧
民

半
日
学
社
経
費
の
補
助
や
、
禦
冬
儲
金
会
に
よ
る
文
貧
の
生
活
保

護
な
ど
社
会
事
業
活
動
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
民
衆
の

社
会
道
徳
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
儒
教
道
徳
を
重
視
し
て
、
文
廟

の
再
建
や
節
婦
の
表
彰
も
行
っ
た
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
五
四
運
動

後
に
新
文
化
を
掲
げ
る
人
々
か
ら
批
判
さ
れ
る
が
、
天
津
社
会
教

育
�
事
処
の
人
々
は
儒
教
道
徳
の
保
持
こ
そ
が
社
会
や
中
国
を
進

歩
さ
せ
る
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
同
調
し
た
教
育
界
、

実
業
界
、
社
会
事
業
界
の
少
な
か
ら
ぬ
者
た
ち
の
援
助
に
よ
り
、

一
九
二
八
年
ま
で
「
社
会
教
育
」
を
行
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
。

第
三
章
で
は
、
天
津
警
察
庁
に
よ
る
学
校
式
「
社
会
教
育
」、

す
な
わ
ち
正
規
の
学
校
教
育
で
な
い
場
所
で
行
わ
れ
た
ク
ラ
ス
形

式
の
教
育
を
取
り
上
げ
、
各
学
校
式
「
社
会
教
育
」
が
地
域
社
会

と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
た
か
を
考
察
す
る
。
一
九

一
五
年
に
天
津
警
察
庁
長
の
楊
敬
林
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
天
津

貧
民
半
日
学
社
は
、
貧
民
出
身
の
学
生
に
働
き
口
を
紹
介
す
る
一

方
、
彼
ら
が
都
市
で
生
活
、
就
職
す
る
た
め
に
体
得
し
て
お
く
べ

き
知
識
、
規
律
を
植
え
つ
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
天
津
の
治
安
維
持

を
達
成
し
よ
う
と
し
た
。
教
育
の
目
的
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
教

化
的
側
面
の
強
さ
は
、
前
章
で
考
察
し
た
社
会
教
育
�
事
処
に
も

共
有
さ
れ
て
お
り
、
警
察
庁
の
貧
民
半
日
学
社
と
社
会
教
育
�
事

処
を
、
天
津
の
名
望
家
層
が
金
銭
的
な
面
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
五
四
運
動
以
降
の
「
新
文
化
」
の
動
き
は

心
か
ら
同
調
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会

の
建
設
を
目
指
す
平
民
教
育
運
動
が
学
生
団
体
や
天
津
市
教
育
局

に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
が
、
教
育
の
方
法
や
目
的
の
違
い
、
そ
し

て
人
間
関
係
条
の
対
立
も
あ
っ
て
、
警
察
庁
と
教
育
局
が
協
力
関

係
を
結
ぶ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
教
育
局
に
よ
る
平
民
教

育
運
動
が
遅
く
と
も
一
九
二
五
年
下
半
期
ま
で
に
活
動
を
終
え
た

の
に
対
し
、
警
察
庁
の
貧
民
半
日
学
社
は
少
な
く
と
も
一
九
二
七

年
ま
で
存
続
し
て
お
り
、
こ
の
理
由
と
し
て
著
者
は
、
地
域
社
会

の
一
部
、
特
に
紳
商
層
に
あ
る
程
度
支
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
反

映
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

南
京
国
民
政
府
期
に
入
り
、
中
国
に
お
け
る
義
務
教
育
普
及
の

ス
ピ
ー
ド
は
急
速
に
早
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、「
社
会
教
育
」
の
対

象
は
、
徐
々
に
年
長
の
失
学
者
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
第
四
章
で

は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
の
天
津
に
お
け
る
義
務

教
育
の
進
展
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
、
日
本
に
よ
る
占
領

後
も
天
津
教
育
行
政
の
あ
り
方
そ
れ
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
戦
禍
を
逃
れ
て
き
た

書

評
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人
々
な
ど
で
天
津
市
の
人
口
が
飛
躍
的
に
増
加
し
、
公
立
・
私
立

の
小
学
校
数
が
増
加
し
た
こ
と
、「
光
復
」
後
も
教
育
局
に
よ
っ

て
小
学
校
数
が
増
加
し
た
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
す
る
。

北
伐
成
功
後
の
国
民
政
府
は
、
従
来
の
政
府
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
の
積
極
性
を
も
っ
て
「
社
会
教
育
」
に
取
り
組
ん
だ
。

第
五
章
で
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
天
津
の
「
社
会
教
育
」
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
及
ん
だ
か
を
考
察
す
る
。
一
九
二
八
年
、
行
政
院
の

直
轄
市
と
な
っ
た
天
津
市
に
は
多
額
の
資
金
が
配
分
さ
れ
、
様
々

な
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。
市
政
府
内
に
成
立
し
た
教
育
局
は
こ
れ

ま
で
天
津
の
「
社
会
教
育
」
事
業
を
担
っ
て
き
た
天
津
社
会
教
育

�
事
処
を
接
収
し
、
そ
の
事
業
の
多
く
を
引
き
継
い
だ
。
通
俗
講

演
所
、
閲
報
所
、
通
俗
図
書
館
、
民
衆
補
習
学
校
、
民
衆
教
育
館

な
ど
の
施
設
に
お
け
る
教
育
実
践
や
、
教
材
の
審
査
な
ど
、
天
津

市
教
育
局
に
よ
る
「
社
会
教
育
」
は
北
京
政
府
期
の
「
社
会
教

育
」
を
引
き
継
ぐ
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
国
民

政
府
期
に
な
っ
て
初
め
て
現
れ
た
要
素
と
し
て
、
教
育
規
模
の
拡

大
、「
社
会
教
育
」
資
金
の
安
定
化
、
党
義
教
育
の
実
施
な
ど
を

挙
げ
る
。
ま
た
、
教
育
局
に
よ
る
接
収
後
も
社
会
教
育
�
事
処
の

同
人
た
ち
は
、
天
津
広
智
館
を
中
心
に
、
教
育
局
か
ら
の
政
治
的
、

経
済
的
援
助
を
受
け
な
が
ら
そ
の
後
も
活
動
を
続
け
、
博
物
館
、

古
文
教
育
、
儒
教
道
徳
宣
揚
、
遺
跡
保
護
、
地
方
志
編
纂
な
ど
、

「
守
る
べ
き
過
去
の
遺
産
」
を
「
文
化
」
と
し
て
保
存
す
る
活
動

に
お
い
て
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
す
る
。

第
六
章
で
は
、
国
民
政
府
期
に
新
た
に
登
場
し
た
総
合
的
「
社

会
教
育
」
施
設
で
あ
る
民
衆
教
育
館
に
焦
点
を
あ
て
、
国
民
政
府

期
か
ら
日
中
戦
争
期
に
か
け
て
天
津
の
民
衆
教
育
館
の
活
動
が
変

容
す
る
過
程
を
追
う
。
国
民
政
府
は
民
衆
教
育
館
に
大
き
な
期
待

を
か
け
、
特
定
区
域
内
の
「
社
会
教
育
」
を
企
画
か
ら
運
営
ま
で

担
当
す
る
中
心
機
関
と
し
て
の
役
割
を
求
め
た
。
一
九
三
一
年
に

天
津
で
最
初
に
成
立
し
た
第
一
民
衆
教
育
館
や
、
事
業
規
模
が
拡

大
し
て
実
質
的
に
民
衆
教
育
館
と
変
わ
ら
ぬ
能
力
を
備
え
る
よ
う

に
な
っ
た
市
立
第
一
通
俗
講
演
所
な
ど
は
、
明
確
な
管
轄
区
域
を

持
た
ず
、
所
在
地
周
辺
の
住
民
に
し
か
働
き
か
け
ら
れ
な
か
っ
た

の
に
対
し
、
一
九
三
七
年
に
成
立
し
た
第
二
民
衆
教
育
館
は

�
面
�
と
し
て
、
管
轄
区
域
内
の
「
社
会
教
育
」
を
主
導
し
よ
う

と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
、
天
津
の
民
衆
教
育
館

の
活
動
形
態
は
、�
点
�
と
し
て
の
「
社
会
教
育
」
か
ら
�
面
�

と
し
て
の
「
社
会
教
育
」
へ
と
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
、
こ
の
流

れ
は
日
中
戦
争
期
に
お
い
て
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
促

進
さ
れ
て
い
っ
た
。
日
中
戦
争
期
に
は
天
津
に
社
会
教
育
区
が
九

つ
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
民
衆
教
育
館
が
一
館
設
置
さ
れ
た
。

各
民
衆
教
育
館
の
責
任
範
囲
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
地
域
の

史
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特
性
に
応
じ
た
教
育
活
動
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
衆
教

育
館
は
娯
楽
や
診
療
な
ど
で
民
衆
の
気
を
引
き
教
育
の
現
場
に
誘

い
出
そ
う
と
し
た
が
、
民
衆
か
ら
の
反
応
は
い
ま
ひ
と
つ
で
あ
っ

た
た
め
、
一
九
四
〇
年
代
に
入
る
と
、
保
甲
と
の
連
携
と
い
う
強

制
的
手
段
に
よ
る
民
衆
の
取
り
込
み
が
模
索
さ
れ
た
と
す
る
。

第
七
章
で
は
、
中
華
人
民
共
和
国
初
期
の
天
津
に
お
け
る
「
社

会
教
育
」
の
動
向
お
よ
び
そ
れ
と
大
衆
運
動
と
の
関
係
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
当
時
の
「
社
会
教
育
」
の
対
象
は
主
に
「
失
学
民

衆
」
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
文
盲
の
下
層
労
働
者
や
婦
人
、
老
人

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
文
化
館
（
民
国
期
の
民
衆
教
育
館
よ
り

改
組
）
が
組
織
し
た
識
字
班
や
工
人
業
余
学
校
な
ど
で
識
字
教
育

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
影
響
が
及
ん
だ
範
囲
は
、
天
津
に

近
代
的
な
「
社
会
教
育
」
が
導
入
さ
れ
て
以
来
最
大
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
社
会
教
育
」
は
民
衆
へ
の
教
育
だ
け
で
な
く
、
政
府
の
意

向
を
民
衆
に
宣
伝
す
る
上
で
も
力
を
発
揮
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、

学
生
、
同
労
者
、
失
業
青
年
、
主
婦
な
ど
、
教
育
を
受
け
る
べ
き

人
々
ま
で
も
が
教
員
や
宣
伝
員
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
反
面
、
群
衆
の
教
育
、
宣
伝
活
動
へ
の
参
加
は
現

場
に
多
大
な
混
乱
を
も
た
ら
し
た
た
め
、
一
九
五
二
年
か
ら
五
三

年
に
か
け
て
識
字
班
や
宣
伝
隊
の
事
業
は
整
理
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
と
す
る
。

終
章
で
は
、
近
代
天
津
に
お
け
る
「
社
会
教
育
」
の
変
容
過
程

を
考
察
し
た
本
書
の
成
果
を
、「
社
会
教
育
」
の
導
入
（
清
末
）、

組
織
化
（
中
華
民
国
北
京
政
府
期
）、
拡
大
化
と
緻
密
化
（
南
京

国
民
政
府
期
〜
国
共
内
線
期
）、
大
衆
化
（
中
華
人
民
共
和
国
初

期
）
と
い
う
流
れ
で
ま
と
め
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
導
き
出
さ

れ
る
天
津
の
「
社
会
教
育
」
の
特
徴
を
教
育
と
宣
伝
と
い
う
点
に

絞
っ
て
整
理
し
、
約
五
〇
年
間
に
お
よ
ぶ
政
府
お
よ
び
一
部
名
望

家
を
中
心
と
し
た
天
津
の
「
社
会
教
育
」
の
教
育
的
側
面
に
は
評

価
す
べ
き
点
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
一
方
で
天
津
の
「
社
会
教
育
」

が
終
始
啓
蒙
的
な
視
点
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
民
衆
に
対
す
る
宣
伝

こ
そ
が
各
時
代
の
「
社
会
教
育
」
の
中
心
を
占
め
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
津
の
「
社
会
教
育
」
を
総
体
的
に
見
た

場
合
、
一
面
的
な
評
価
だ
け
で
は
表
現
で
き
な
い
多
様
な
側
面
が

あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
天
津
の
「
社
会
教
育
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

最
後
に
、
本
書
の
意
義
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
触
れ
る
。

補
論
お
よ
び
附
録
で
は
、
各
史
料
の
紹
介
お
よ
び
教
育
史
研
究

へ
の
応
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。

二以
下
、
本
書
の
成
果
お
よ
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
れ
ま
で
、
中
国
近
代
教
育
史
に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
・
社

書
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会
教
育
・
家
庭
教
育
の
う
ち
学
校
教
育
に
関
す
る
研
究
に
偏
重
し

て
い
た
。
ま
た
、
中
国
社
会
教
育
史
研
究
が
平
民
教
育
運
動
や
郷

村
教
育
運
動
な
ど
、
民
間
主
体
の
社
会
教
育
を
主
た
る
対
象
と
し

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
対
し
て
、
著
者
自
身
が
本
書

の
意
義
と
し
て
述
べ
る
と
お
り
、
近
代
天
津
の
「
社
会
教
育
」
に

焦
点
を
当
て
、
政
府
が
行
政
と
し
て
お
こ
な
っ
た
教
育
活
動
を
明

ら
か
に
し
た
点
、「
社
会
教
育
」
に
お
け
る
「
伝
統
的
」
要
素
を

明
ら
か
に
し
た
点
な
ど
に
本
書
の
特
色
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天

津
と
い
う
一
都
市
を
長
期
的
に
検
討
し
た
こ
と
、
中
国
の
地
域
社

会
に
お
け
る
「
社
会
教
育
」
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、

そ
し
て
天
津
社
会
教
育
�
事
処
に
よ
る
儒
教
道
徳
の
宣
揚
、
警
察

局
に
よ
る
規
律
と
訓
練
の
重
視
、
新
文
化
派
に
よ
る
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
教
育
の
普
及
な
ど
、
中
国
の
地
域
社
会
の
「
社
会
教
育
」
に
お

け
る
主
体
お
よ
び
実
践
の
多
様
性
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
な
ど
が
、

本
書
の
大
き
な
成
果
と
言
え
よ
う
。
評
者
は
中
国
近
代
教
育
史
研

究
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
本
書
に
お
け
る
射
程
の
広
さ
に
心
か
ら

敬
服
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
著
者
は
①
中
国
の
他
地
域
と
の
比
較
、

②
「
社
会
教
育
」
の
受
け
手
に
対
す
る
考
察
、
③
「
社
会
教
育
」

に
関
す
る
考
察
、
④
民
間
団
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
「
社
会
教

育
」
に
対
す
る
さ
ら
な
る
検
討
、
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に

も
、
本
書
の
成
果
を
も
と
に
し
て
、
多
く
の
分
野
の
研
究
を
さ
ら

に
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て

は
、
大
澤
肇
お
よ
び
新
保
敦
子
が
本
書
の
書
評
を
発
表
し
、
そ
れ

ぞ
れ
重
要
な
指
摘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
両
者
の
指
摘
を

参
照
し
つ
つ
、
評
者
の
関
心
に
ひ
き
つ
け
て
本
書
の
第
二
章
・
第

三
章
に
焦
点
を
あ
て
、
中
国
の
地
域
社
会
史
お
よ
び
近
代
教
育
史

に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

ま
ず
、
中
国
の
地
域
社
会
史
に
つ
い
て
、
大
澤
肇
は
天
津
に
関

わ
る
ミ
ク
ロ
な
政
治
、
南
京
国
民
政
府
期
の
天
津
―
中
央
関
係
、

北
京
政
府
期
に
天
津
の
「
社
会
教
育
」
を
担
っ
た
名
望
家
層
と
国

民
政
府
と
の
関
係
な
ど
を
よ
り
検
討
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
（
1
）
。

評
者
は
こ
れ
に
加
え
、
あ
る
地
域
社
会
に
お
け
る
教
育
界
、
さ
ら

に
は
名
望
家
層
の
全
体
像
に
対
す
る
研
究
の
必
要
性
も
挙
げ
た
い
。

本
書
の
第
二
章
・
第
三
章
で
は
、
天
津
社
会
教
育
�
事
処
、
教
育

局
、
警
察
庁
な
ど
、
社
会
教
育
に
携
わ
る
多
様
な
主
体
と
そ
の
関

係
性
が
明
ら
か
と
な
り
、
ま
た
そ
の
背
後
に
は
実
業
界
な
ど
の
名

望
家
層
の
支
持
が
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
の
評

者
の
疑
問
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
や
そ
れ
を
支
持
す
る
名
望
家
層

が
天
津
の
社
会
全
体
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
評
者
は
以
前
、
中
華
民
国
初
期
の
湖

南
省
長
沙
を
対
象
に
、
湖
南
省
教
育
会
を
拠
点
と
す
る
教
育
界
人

史
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士
と
学
校
教
育
行
政
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
（
2
）
。
し
か
し
、

社
会
教
育
に
携
わ
る
教
育
界
人
士
、
そ
し
て
政
界
や
実
業
界
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
十
分
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
っ
た
。
あ
る
地

域
社
会
に
お
い
て
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
に
携
わ
る
人
々
が
教

育
界
や
地
域
社
会
全
体
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
り
、

互
い
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
な
ど
、
地
域
社
会
に
お
け

る
教
育
界
や
名
望
家
層
の
全
体
像
を
可
能
な
か
ぎ
り
把
握
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
主
体
の
思
想
や
実
践
が
意
味
す
る
も
の
を

よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
、
中
国
の
近
代
教
育
史
に
つ
い
て
は
、
世
界
各
国
の
社
会

教
育
と
の
比
較
、
そ
し
て
中
国
の
「
社
会
教
育
」
に
み
ら
れ
る
中

国
的
特
質
に
対
す
る
研
究
の
必
要
性
を
挙
げ
た
い
。
著
者
は
本
書

の
随
所
で
、
近
代
中
国
の
「
社
会
教
育
」
に
対
す
る
日
本
の
影
響

の
大
き
さ
を
指
摘
す
る
。
た
だ
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を

受
け
た
か
と
い
う
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
本
書
の
第
二

章
に
、
民
国
期
の
「
社
会
教
育
」
の
中
核
が
日
本
留
学
組
で
あ
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
一
九
一
六
年
四
月
か
ら
八
月
の
間
、
社
会
教
育

�
事
処
が
所
員
の
李
金
藻
を
日
本
に
派
遣
し
、
日
本
の
社
会
教
育

と
女
子
教
育
を
調
査
さ
せ
、
帰
国
後
に
李
が
そ
れ
に
基
づ
き
模
範

村
と
青
年
団
の
設
立
を
提
案
し
た
こ
と
、
な
ど
で
わ
ず
か
に
示
さ

れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
評
者
は
近
年
、
近
代
教
育
学
の
西
洋

か
ら
日
本
、
日
本
か
ら
中
国
へ
の
伝
来
過
程
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
（
3
）。
そ
の
た
め
、
本
書
で
明
ら
か
に
な
っ
た
近
代
天
津
の
「
社
会

教
育
」
の
あ
り
よ
う
の
な
か
で
、
ど
の
部
分
は
日
本
か
ら
の
影
響

に
よ
る
も
の
で
、
ど
の
部
分
は
中
国
独
自
の
も
の
か
、
さ
ら
に
は

ど
の
部
分
は
社
会
教
育
と
い
う
も
の
自
体
が
有
す
る
世
界
共
通
の

特
徴
で
あ
る
か
、
な
ど
に
つ
い
て
大
い
に
興
味
が
あ
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
、
新
保
敦
子
が
日
本
の
戦
前
の
社
会
教
育
を
例
と
し
て
、

宣
伝
と
教
化
的
色
彩
の
強
さ
が
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
社
会
教

育
の
共
通
の
課
題
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
4
）
こ
と
は
、
極

め
て
重
要
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
近
代
天
津
の
「
社
会
教
育
」
に
お
け
る
「
伝
統

的
」
要
素
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
第
二
章
・
第
三

章
で
検
討
さ
れ
た
各
主
体
の
「
社
会
教
育
」
に
関
す
る
思
想
お
よ

び
実
践
に
お
い
て
、
中
国
お
よ
び
海
外
の
ど
の
よ
う
な
要
素
が
入

り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
考
え
る
う
え
で
の
一
例

と
し
て
第
三
章
、
警
察
庁
が
運
営
し
た
天
津
貧
民
半
日
学
社
に
つ

い
て
、
関
連
す
る
研
究
に
目
を
向
け
た
い
。
吉
澤
誠
一
郎
に
よ
る

と
、
天
津
で
は
産
業
振
興
お
よ
び
治
安
対
策
の
一
環
と
し
て
一
九

〇
二
年
に
「
教
養
局
」
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
天
津
知
府
凌

福
彭
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
て
監
獄
を
視
察
し
、
そ
の
知
見
に
基
づ

い
て
一
九
〇
四
年
に
「
習
藝
所
」
が
開
設
さ
れ
、
こ
れ
に
教
養
局

書
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が
合
併
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
習
藝
所
は
入
所
者
を
監
禁
す
る
だ

け
で
な
く
、
内
部
に
お
い
て
職
業
教
育
を
行
う
べ
く
、
各
種
工
場

が
設
け
ら
れ
て
い
た
点
が
画
期
的
で
あ
る
と
い
う
（
5
）
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
施
設
に
先
立
つ
も
の
と
し
て
、
太
田
出
は
中
国
近
世
に
お
け

る
拘
禁
施
設
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

一
八
世
紀
半
ば
に
「
自
新
所
」
が
蘇
州
で
誕
生
し
、
そ
こ
で
は
窃

盗
な
ど
の
軽
犯
罪
者
を
拘
禁
し
、「
良
民
」
と
し
て
地
域
社
会
に

再
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
種
の
手
業
を
習
わ
せ
た
。
こ

れ
が
後
に
全
国
へ
普
及
・
展
開
し
、
一
九
世
紀
末
の
変
法
期
に
は

湖
北
省
や
湖
南
省
で
「
遷
善
所
」
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
で
は
犯
罪

者
の
み
な
ら
ず
、
無
業
・
失
業
の
人
々
が
収
容
さ
れ
職
業
訓
練
を

施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
清
朝
の
司
法
改
革
に
よ
り
、
二
〇
世
紀
初

に
「
罪
犯
習
藝
所
」
の
設
置
が
全
国
に
命
じ
ら
れ
た
が
、
い
わ
ゆ

る
習
藝
所
と
呼
ば
れ
る
施
設
の
目
的
や
機
能
は
多
様
で
あ
っ
た
と

い
う
（
6
）
。
こ
こ
か
ら
、
天
津
貧
民
半
日
学
社
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど

の
点
で
は
近
代
学
校
シ
ス
テ
ム
の
要
素
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
機
能

と
し
て
は
上
述
の
よ
う
な
中
国
近
世
以
来
の
要
素
も
受
け
継
い
で

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
評
者
の
関
心
に
ひ
き
つ
け
て
、
今
後
の
課
題
を
述
べ
た
。

本
書
で
得
ら
れ
た
近
代
天
津
の
「
社
会
教
育
」
に
関
す
る
多
く
の

知
見
は
、
中
国
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
や
世
界
各
国
を
対
象
と
す
る

地
域
社
会
史
お
よ
び
近
代
教
育
史
の
研
究
者
に
と
っ
て
大
い
に
有

益
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
本
書
が
多
様
な
分
野
の
研
究
者
に
参
照
さ

れ
、
研
究
者
間
の
対
話
が
促
進
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
う
も
の
で

あ
る
。（

汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
一
一
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

註（
１
）
大
澤
肇
「
戸
部
健
著

汲
古
書
院
『
近
代
天
津
の
「
社
会
教

育
」―
教
育
と
宣
伝
の
あ
い
だ
―
』」『
中
国
研
究
月
報
』
七
〇
―
四
、

二
〇
一
六
年
四
月
。

（
２
）
宮
原
佳
昭
「
民
国
初
期
の
湖
南
省
に
お
け
る
教
育
行
政
と
学
校

管
理
」、
森
時
彦
編
『
長
江
流
域
社
会
の
歴
史
景
観
』
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
附
属
現
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
、

所
収
。

（
３
）
宮
原
佳
昭
「
近
代
中
国
の
学
校
管
理
法
教
科
書
に
関
す
る
一
考

察
―
謝
冰
・
易
克
�
訳
『
学
校
管
理
法
要
義
』
を
手
が
か
り
に

―
」『
ア
カ
デ
ミ
ア

社
会
科
学
編
』
一
一
、
二
〇
一
六
年
六
月
。

（
４
）
新
保
敦
子
「
戸
部
健
著
『
近
代
天
津
の
「
社
会
教
育
」―
教
育

と
宣
伝
の
あ
い
だ
―
』」『
社
会
経
済
史
学
』
八
二
―
三
、
二
〇
一

六
年
一
一
月
。

（
５
）
吉
澤
誠
一
郎
『
天
津
の
近
代
―
清
末
都
市
に
お
け
る
政
治
文
化

と
社
会
統
合
―
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
第
七
章
。

（
６
）
太
田
出
『
中
国
近
世
の
罪
と
罰
―
犯
罪
・
警
察
・
監
獄
の
社
会

史
―
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
、
第
八
章
お
よ
び
第

十
章
。

史

学

第
八
七
巻

第
一
・
二
号

二
〇
四
（
二
〇
四
）


